夏休み 催し 物 に つい て 全 周 年 記念 行事 ご 案内 


妥 休 み も 終り 、 い よい よ 秋 の 行 薬 レー ズン 到来 、 夏 < 功 光 シー ワー ルド は 、 昭 和 45 年 10 月 1 


テ も を なく 社 貞一 同 笠 様 の 背 涼 を お 街 ち 到 し て お り ま す < 飼育 し た シ 


H し 物 に つい て 報 替 いた し た いと 思い ます 首 橋 、 内 傘 共 に 世界 最 穴 角 の < 直る レジ ャ ー モ ンタ 
夏休み の 筐 し 物 と し て 績 し まれ て まい り ま し た 


到 し まし な 


が 、 振 日 熱心 に 通 校 し た 人 た ち み 


10 叶 か ら 11 時 まで 学科 、11 時 より 12 時 まで 実 投 に 分 


仙 や 、 シ ャ チ 、 イ ル と ょ 再 
と き 
人 姜 と ころ 還 失 


指導 政 し まし た が 、 湊 


み の と で 、 動 物 を 目前 に 


し た 受 誠 生 送 は 非常 


海 の 生 物 に 関し て の す 


に 軸 味 藻 く 般 忌 に 研究 


直さ れ て 夏休み の 桜 久 指導 と し て 100 9% の 成 昌 が 上 っ た 全 肉 谷 
と 撤 情 きれ ます 1 . 臓 糸 ~ イ ルカ と 三 つ の 湖 
実施 され た 講 議 肉 符 は 次 の 通り で す や を と が 
月 1H 人 魚 と 族 陣 の 狂 招 疾 符 木 半 染 ④ イル ヵ と の 対 
2 日 科 と 魚の 張 氷 容 3 臣 講 ( 海 の 中 
3 魚の 一 上 符 独 閉 隊 
4 ッ 夫人 
5 中 硫 < 魚 束 休 詩 人 ます 
FI み の 疾 。 海 際 係 党 偽 2 よい 子 に 海 葵 バ ッ チ の プレ 
7 魚の 拓 作詩 任 訂 欠 放 前 吊 に ご 容 角 の よい 子 に 6 な て アレン 
Bi シャ チ ウ の 衣 件 内 人 中 人 三 0 
9 人 の 江 人 箇 係 ID] 
10』 海峡 の 知人 析 険 係 中 湿 伊 三郎 3・ お 土 世 大 
1 魚の 旅 交 吉 係 多角 義 際 好 洋 いた 上 ポ を 川間 
12| 海 内 の 衣 征 ィ 本 作 中 四島 基 し ます も の を お 買上 げ 
13i 魚の 6 人 勿 和 全 詩 任 商 映 兆 答 2 
1 交 の 錠 人 映 作 昌 誠 癌 人 
15 了 の 病気 包 類 係 品 和 s 朋 溢 0 月 14H(D1209 より 
ie み の ト レ アァ 覆 内 係 菜央 答 天 アオ ウミ カノ 5 一 6 頭 を 前泊 志 
7 時 の 毅 生 を し て も 
18 アシカ の トレ 次 除 伸 
19HH 魚 と 海員 の 通い まとめ 。 < 魚 天 作 守 任 
20 洪 只 と 魚の 聞い まとめ の 7 栓 有 休ま 任 清水 室 
有 施 定 の 中 に は 大 人 の 方 子供 進一 話 れ て 
いた 日 も あり 知識 を 新 に され て いた | 


商 買 車 に は 欠 選 に メモ を 取り 、 時 に 指導 員 ぁ 


する 質 萌 を 浴び せ だ た り 


て 、 非 常 ぇ クー ル と 思い ます 
震 虎 の 基 着 証 箇 ょ し て 教室 を 広く 多数 の 参加 汗 み が 受 
講 出 来る 様 を 、 < 夏休み 中 の お 子 様 方 が 研究 の 場 と 1 


し て 輸 光 シー ワー ルド を 広く 生 角 出来 る 株 に 募 め た いと 
思 ます 上 


で 両氏 - コ ーpF 


生葉 県 四川 市 松 原 海岸 TEL 04709 ( 2 ) izl 


「 シ ャ チ 」 と 「 シ ャ チ ホ コ 」 


「 シ ャ チ 」 と いえ ば 、 す で に 内 か ら 広 く 知 られ 、 有 名 
な お 城 の 屋根 の 上 に ある 「 シ ャ チ ホ コ 」 を 思い 出す 人 々 
が 多く 、 そ し て 、 海 に す 員 外 勤 物 で ある 「 シ ャ ナチ 」 と 
「 シ ャ チ ホ っ 」 と は 、 同 ヒ 動 物 で ある と 考え て いる 人 々 
も 多い こと で し ょ う 。 

確か 『 シ ャ チ 」 と 「 シ ャ チ ホ っ 」 は 、 非 常に 呼び 
方 が 似 て いま すし 、 並 か ら 庄 り 侯 え られ て いる 「 シ ャ チュ 
の 俣 明 な 挫 衝 か ら 熱 像 し た 場合 、 電 錠 久 欧 の 迷 を し た 
「 シ ャ チ ホ コ 」 は 、「 シ ャ チ 」 の イノ 
あて は まり 、 同 じ 動 物 と 見 られ で も 不 皿 診 で は あり ませ ス 。 

し か し 、「 シ ャ チ 」 は 、 海 に すむ 噛 外 動物 で 、 鯨 の 形 
を し て いま す が 、「 シ ャ チ ホ コ 」 は 頭 は 意 の 形 を し て いて 
体 に は ウロ コ が あり 、 ヒ レ が あっ て 、 魚 の 形 を し て お り 、 
まっ だ たく 作っ た 次 を し て いま す 。 と ころ が 、 稀 の 人 々 は 
歯 ば かり で な く 、 苗 青 の 人 々 も 、 海 に すわ 角 を 魚の 伸 
間 と 思い こみ 、 葵 の 鯨 の 絵 を み ま す と 、 体 に ウロ コ を 面 
き 、 炎 が 魚 に 似 て いる も の が 多い と ころ か ら 、 管 の 日 本 
和 人 が 、「 シ ャ チ 3 の 還 と し て 作っ た も の が 、 魚 の 形 を し 


ビッ クタ リ と 


た 「 シ ャ チ ホ コ 」 で あっ て も お か し く は な い の で すか ら 
「 シ ャ チ 」 と 「 シ ャ ナチ ホコ 」 は 別 の 動物 で ある と いう こ 
と は 出来 ませ ん 。 

マー つ 気 に な る も の は 、 物 符 の よう に 攻 委 が 葉 ぇ 、 
扶 幸 綱 の 発 促し た 世の中 で きえ も 、「 シ ャ チ 」 の 本 当 の 
要 を 知る 人 々 が 少 い の に それ ほど 背 か ら 「 シ ャ チ 」 が 性 
に 知ら れ て いた の か ? と いう こと で す 。 


そこ で 、「 シ ャ チ 」 と 「 シ ャ チ ホ コ 」 に つい て 名 前 の 
由菜 と 同じ 動物 で ある の か どう か を 、 き ぐっ て みる こと 
と し まし た 。 

まず 、 到 入 の 分 上 掌 正 の シャチ 」 に つい て 尊 阿 疾 を 


ひら いて み ま す と 、 貴 紛 動 物 、 触 旨 、 デ ンド ウ ク ジ ラ 科 


シャ チ (正式 和 名 サカ マタ ) 


の 動物 で 、 


甘み 和 名 は 、「 サ カマ クタ 」 と 呼 下 が 、 穫 名 
と し て 、 シ ャ チ 、 シ ャ チク ジラ 、 シ ャ カマ 、 サ カマ タク 
ジラ 、 タ タカ 、 シ ャ チ ホ コ 、 グ ジラ トウ シ 、 ア タカ マツ な ど 
と 呼ば れ て いる と 書か れ て いま す <。 


式 な 中 名 で な < 、 
己 の 中 で 労 韻 若 に 呼ば れ て いる 名 前 の 1 つと いう こと が 
出来 そう で す 。 

で は 、 並 は 、「 シ ャ チ 」 の 事 を どの よう に 呼ん で いた 
の で し ょ うか 。 

洗 声 嘆 穫 に 、 人 の 仲間 を 
(1827 年 )、「 自 策 独 譜 」、「 、「 鯨 錠 曽 」 (1839 
年 ) な どの 本 を 読ん で み ま す と 、「 シ ャ チ 」 の こと を 「 業 
枯 埋 備 ,、r 素 府 埋 他 」 と 書か れ て いま すし 、『 欠 起 』(1758 
年 ) な ど に も 「 沙 加 束 用 」、「 タ カー マツ 」 な ど と 呼ば れ 、 
その 申 抹 は 、「 沙 加 来 痢 は 、 読 の 昔 業 で 、 貫 と いう 芋 、 
鍛 な 武吉 と し て 使わ れ な 学 を 謗 さ に 立て た こと を いう 」 


「 シ ャ チ 」 の 大 き な 稚 ビレ 


これ か ら み る と 「 シ ャ チ 」 と は 、 


菩 に まとめ た 「 釣 の 意 」 


と 革 か れ て いる と ころ か ら 、 
が 、 こ の 形 に 似 て いる 多め に 、 呼 ば れ た も の の よう で す - 

これ ら の こと か ら 考 える と 、 葵 は 「 シ ャ チ 」 の こと を 
革 有 獲 で ある 、「 サ カマ クタ 」 と 呼ん で い 
「 シ ャ チ 」 と は 呼ん で い を か っ た よう で す が 


現 信正 


の が 


逐 最 面 」 の 「 シ ャ ナチ 」 の 面 の 中 に 、「 サ み 
=「 傘 に 
シャ チ ホ コ と 呼び 、 と 書い 


て あり ます - 


と する と 、「 シ ャ チ 」 の 名 前 の 申 拉 は 、「 シ ャ チ ホ コ ュ 


が も と で 、 そ の 路 き れ た 斉 葉 と いう と みい え そ う で す -。 
で は 、「 シ ャ チ ホ コ 」 の 下 楽 は 、 ど こ か ら は ほじ まっ た 


まず 、 昔 か ら 語り 伝え られ て いる も の 


と じ て 、「 シ シャ 
チ ホ コ 」 と は 、 中 菌 で は 共 遇 和 か ら 、 航 画 で hr 


は 、 


こ 、 両側 に 枝 が 中 
先 が 三 つ ま た に 


形式 の っ で 


洗 声 時 穫 の お 城 の むね 箇 り と し て 流 符 し 
束 士 が 海 の 中 で 最 到 い 動物 で ある シャ チ の 強 き に あや 
に も の で ある 。 と いわ れ て いる も の 
シャ チ ホ コ 」 は 、 忠 一 に 


か ろう と し て 化 有 


が あり ます 。 これから みる と 
も あっ た も の で 、 下 国 英 人 の 萌 泊 を 受け た も の で ある こ ニ 
と が 重り ます 。 そこ で 、 忠 還 の 朋 話 及び 古 英智 を 調べ て 


みた と ころ 、T) 間 黄 審 、 毅 秋 部 の 笛 庁 に 


り 、 こ の 薄 を の ぼっ た コイ は 、 


イノ ポリ の 下 楽 ) r、 そ の 滝 に ある 公 を 守っ て いる 魚 に 
シャ チ と いう の が いた 、 と いう お 話し や 、 麻 時 穫 の 「『 麻 
s 毅 」 と いう 古 益 に は 、TI) 尾 が 電 の よう で 
シ の よう を な 鳥 に 公 て いる 魚 が 海 に いて 、 画 を 降ら せる 
、 共 の 筆 を まね て 此 り 且 要 の 上 に お き 、 交 下 を 
ぐ で まじない と し た と も 番 か れ て いま す 。 文 、 そ の 他 、 
昌 時 穫 の 「 失 葉 綱目 」 と いう 本 に は 、 皿 ) 舞 天 と いう 魚 
は 芝 の よう で 。 の 度 は ハリ ネズ ミ の よう な トゲ アダ が あり 


形 は 、 ワ 


だ か 


人 に きき さり 、 へ ビ の よう に 人 に か みつ き 、 年 を と れ ば 、 


ほる 、 と も 書か れ て いま す 。 
これ ら の 逸 導 、 古 交 装 を 読ん で み ま す と 、 と どうも.「 シ 
ャ チ ホ コ 」 は 、 水 に すむ 急 を モデ ル に し て 作ら れ な 深 可 
語 勤 物 で 、 区 現地 基 の お 等 り と いう こと が 出来 そう で す 。 
以上 の 色々 な 事 か ら 考え て み ま す と 類 共 と し て は 、「 シ 
ャ チ 」 と 「 シ ャ チ ホ コ 」 と は 、 水 の 中 の 動物 に は 痢 途 い 


な いよ う で す が 、「 シ ャ チ ホ コ 」 は 魚の 仲間 で 、「 シ ャ 
チ 」 は 、 海 の 員 有 動物 と いう 、 ま っ た く 別 の 動物 で ある 
こと が 考え られ ます 。 そ し て 、「 シ ャ チ 」 の 名 前 の 申 集 


は 、 そ の 傘 笑 の 冠 黄 きか ら 門 像 し 、 先 に 知ら れ て いた 「 シ 


ャ チ ホ コ 」 の イメ ー ジ ェ と 一 致 き せ て 、「 シ ャ チ ホ コ 」 に 
あや か り 呼ば れる よう に な っ な と 考え る の が 、 正 し いよ 
3 で す 。 (人 羽山 記 ) 
トピ ックス 

ハマ クマ ン ミ の 准 卵 


財 


(ハマ クマ ノミ の 卵 と それ を 守る 雄 ) 


ー ワ ー ル ド の アニ マル 達 
アテ アザラシ 


まず は ヒッ 
葵 造 を 六 : PD 企 界 中 に 18 種 類 
アザ 
ます 
5 で す が 、 
い ょ いっ な 幹 
肖 を * ます 
自 医 の 暫 K に の り H な な は R 
と が 多く 、 大 密 ノ ン ビリ すか 性 徹 は 
江 で 、 天 座 拉 経 質 で す 前 起 5 衝 
内 4 人 W8 順 が 側 診 きれ て い れれ で いな い イ 7 
シ 天 に つい て 少し で も その 生活 を 知る こと が で きる 
5 に 、 突 切 に 大 切 に 育て て いま す (大 島 記 ) 


(クラ カケ アザ ラ シ の マロ 午 ) 


